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「東京都の療養病床における高齢者の実態に関するアンケート調査報告書」 

 
東京都病院協会 
慢性期医療委員会 

 
はじめに 
 超高齢社会を迎え、団塊の世代が後期高齢者になる２０３０年には、わが国の年間推定死

亡者数が１６７万人（東京都では約１３万人）と激増する。８割が病院で死を迎えている現

状、医療機関や介護施設のベッド数や在宅看取りが増えない中で、はたして年をとってから

安心して死んでいける場所はどこになるのであろうか。 
このたび、東京都病院協会慢性期医療委員会では、都内の高齢者の死亡場所を検討する目

的で都内の病院、特に療養病床における高齢者の実態についてアンケート調査を行ったので

報告する。 
なお、本調査は東京都医師会の補助金で行った。 

 
調査対象 
 調査対象２５８病院のうち、有効回答数は１１３件（４３．８％）であった。 
 調査対象期間は、平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの１年間である。 

 
調査結果 
Ⅰ 回答病院の概要 
対象病院の開設主体は、医療法人７４％、社団・財団法人１１％、社会福祉法人５％、個

人５％、その他法人４％である。 
許可病床数と入院患者数をみると、一般病床の利用率は７４．３％、回復期リハビリテー

ション病棟が９０．７％、医療療養病床が８７．７％、介護療養病床が９９．６％、精神病

床が８２．９％であった。 

 
Ⅱ 患者の状態像と入退院経路 
療養病床における患者の状態像は、医療療養病床では６，４８４人中、医療区分３が 

３５．６％で、医療区分２が４５．９％であった。また、介護療養病床では３，２１７人中、

要介護５が６４．８％、要介護４が２６．２％であり、９１．１％が重介護者であった。 
認知症高齢者日常生活自立度では、要介護Ⅲ、Ⅳ、M の合計が医療療養病床で７７．９％、

介護療養病床では８９．３％も占めていた。 
また、療養病床入院患者が急変した際の救急搬送例では、二次救急病院へ３７８人、三次

救急病院へは２３９人、計６１７人あった。 
 療養病床からの退院先をみると、医療療養病床では死亡退院が４８．６％と最も多く、次

いで自宅退院が３２．６％、老人保健施設、特別養護老人ホームが各々６．２％であり、他

の医療機関への転院も６．２％（救急指定病院への転院４．８％）あった。 

1 
 



 一方、介護療養病床からの退院は、死亡退院が５８．３％と最も多く、そのほかでは他の

病院への転院が１３％（救急指定病院への転院７．５％）、特別養護老人ホームが１０．２％、

老人保健施設が７．３％、自宅退院は１０．２％と医療療養病床に比べると少なかった。 
 どちらの療養病床においても死亡退院が多くを占めていたことは、重症あるいは重介護な

ど医療度の高い高齢者が入院していることが明らかとなった。 

 
Ⅲ 回答病院の病床にて患者を看取られた数について 
医療療養病床における高齢者の死因をみると、肺炎、悪性新生物、心疾患、老衰、脳血管

疾患の順に多かった。 
介護療養病床では（表３）、肺炎、老衰、心疾患、脳血管疾患、悪性新生物に順に多く、

医療療養病床との違いがあった。 
なお、医療療養病床での死亡者数は計５，２４７人、このうちの１０７人、および介護療

養病床での死亡者数１，３４７人のうちの１３人は自宅療養および施設から最期の看取りの

ためだけに入院したものであった。 

 
考察 
 平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日の調査期間で、医療療養病床からの死亡退

院者は４８．６％であったが、これは平成２５年日本慢性期医療協会の全国調査による医療

療養病床での平均死亡退院３７．８％に比べて高い数値を示した。 
 一方、介護療養病床からの死亡退院者は５８．３％と多く、日本慢性期医療協会全国調査

の３６．９％に比べると格段に高い割合を占めていた。 
 さらに、生死は確認できていないものの、療養病床からの救急搬送が６１７人あった。 

 
まとめ 
 ２０３０年国の推定死亡データ（図３）から東京都の死亡者数を推測してみると、年間約

１３万人であり、死亡場所別死亡者数は病院を主とした医療機関で７０，１２２人と現状よ

り減少し、介護施設では７，０８５人に増加、自宅は１９，８９０人となるが、最大の問題

は、その他が３７，０２４人になることにある。これらをさまざまな高齢者住宅で看取るこ

ができればよいのだが、はたして可能であろうか。 
 今回の調査結果から、特に東京都内の療養病床における看取り率は全国平均に比べてはる

かに高い。これは、東京都の療養病床数が不足していることに起因するのだろう。 
 こうした課題が解決されないままに、病院の再編がなされようとしている。われわれの役

割は、よりよい医療や介護サービスで都民の幸せに寄与することである。すなわち、この先、

団塊の世代を中心とした高齢者が安心して暮らし、安心して死ぬことができるように新たな

地域包括ケア病棟も含めた病院機能の見直し、機能別病床数の再検討、介護施設の看取り機

能の見直し、そして在宅医療・ケアの格段の充実などを含めた地域包括ケアシステムの構築

を急がねばならない。 
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調査結果（調査対象期間は平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日まで） 

 

調査対象病院：２５８件 

有効回答数：１１３件 

有効回答率：４４％ 

Ⅰ回答病院の概要 

問１ 回答病院の開設主体について 

※期間：平成２５年３月３１日時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件数 

国 ０件 

都道府県 ０件 

市区町村 ０件 

広報連会・一部事務組合 ０件 

公的（日赤・済生会等） ０件 

社会保険関係団体 ０件 

医療法人 ８４件 

社会福祉法人 ６件 

社団・財団法人 １３件 

その他 ４件 

個人 ６件 
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問２ 回答病院の許可病床数・入院患者数 

※期間：平成２５年３月３１日時点 

 

 許可病床数 入院患者数 

一般病床 ４,１７３床 ３,１０２人

回復期リハビリテーション病

棟 

１,２７３床 １,１５５人

医療療養病床 ６,７４８床 ５,９１９人

介護療養病床 ３,３４８床 ３,３３５人

精神病床 ２,３９７床 １,９８６人

結核病床 ６０床 ３９人

感染症病床 ０床 ０人

有床診療所 １０床 １０人

その他 ４３８床 ３７９人

合計病床数 １８,４４７床 １５,９２５人
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Ⅱ患者の状態像と入退院経路 

問３ 医療療養病床・介護療養病床における患者の状態像 

※期間：平成２５年３月３１日時点 

 

■医療区分 

 

 

 状態像 人数 

医療区分１ １,０３３人

医療区分２ ２,９７９人

医療区分３ ２,３１１人

不明・未実施 １６１人

合計人数 ６,４８４人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■要介護度 

 

 

 
状態像 人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護支援１・２ ０人

要介護度１ １２人

要介護度２ ４９人

要介護度３ １７２人

要介護度４ ８０８人

要介護度５ １,９９６人

不明/未申請/申請中 ４２人

合計人数 ３,０７９人
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■認知症高齢者日常生活自立度（医療・介護療養病床） 

 

 医療療養病床 介護療養病床 

自立 ９４人 ５人

Ⅰ １３４人 ３３人

Ⅱa １４０人 ６３人

Ⅱb ２４２人 １６９人

Ⅲa ４９９人 ５７４人

Ⅲb ３２９人 ３１１人

Ⅳ ９９３人 １,０２３人

Ｍ ３３２人 ３４２人

不明・未実施 １,８６７人 ２７９人

合計人数 ４,６３０人 ２,７９９人
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問４ 入院患者急変時における救急指定転院先 

※期間：平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日の１年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 転院人数 

二次救急病院 ３７８人

三次救急病院 ２３９人

合計人数 ６１７人

 

Ⅲ回答病院の病床にて患者を看取られた数について 

問５ 医療療養病床における死亡原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自宅療養者及び施設からの看取りを受けた人数：１０７人 

7 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 看取り数 

悪性新生物 ８０２人 

心疾患 ７８９人 

脳血管疾患 ４７０人 

肺炎 １,５３２人 

老衰 ５２３人 

その他 １,１３１人 

合計人数 ５,２４７人 

 

問６ 介護療養病床における死亡原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自宅療養者及び施設からの看取りを受けた人数：１３人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 看取り数 

悪性新生物 ９５人 

心疾患 ２００人 

脳血管疾患 １３４人 

肺炎 ４１４人 

老衰 ３１３人 

その他 １９１人 

合計人数 １,３４７人 
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療養病床別の退院患者

の退院先（死亡含む） 

 

 

 

 

 医療療養病床 介護療養病床 

自宅等 ３,３９３人 ２４７人

老人保健施設 ６４３人 １７８人

特養 ６３７人 ２５３人

死亡 ５,０５６人 １,４１５人

その他 ６３１人 ３１６人

２次救急医療機関 ３８０人 １６１人 

３次救急医療機関 １１９人 ２１人

不明 ４６人 １９人

退院総数 １０,４０６人 ２,４２８人
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アンケート用紙 

 
○設問上にて特に断りのない限り、平成 25 年 3 月 31 日時点の状況をお答え下さい。 

 

Ⅰ貴院の概要 

問１ 貴院の開設主体について、該当するもの１つに○をつけてください 

01 国           05 公的（日赤・済生会等）   09 社団・財団法人 

02 都道府県        06 社会保険関係団体      10 その他の法人 

03 市区町村        07 医療法人          11 個人 

04 広報連会・一部事務組合 08 社会福祉法人   

 

 

問２ 平成 25 年 3 月 31 日時点における、貴院の許可病床数・入院

患者数をご記入下さい。 

病床の種類 許可病床数 入院患者数 

①一般病床 床 人 

②回復期リハビリテーション病床 床 人 

③医療療養病床 床 人 

④介護療養型病床 床 人 

⑤精神病床 床 人 

⑥結核病床 床 人 

⑦感染症病床 床 人 

⑧有床診療所 床 人 

⑨その他 床 人 
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Ⅱ. 患者の状態像と入退院経路 

 

問３ 平成 25 年 3 月 31 日時点の医療療養病床、介護療養病床それぞれにおける患者の状態像

（医療区分・要介護度・認知症高齢者の日常生活自立度）についてご記入ください。 

医療区分  

合計人数 医療区分 1 医療区分 2 医療区分 3 不明、未実施 

医療療養病床 人 人 人 人 人

※医療区分について、各区分別の該当人数をご記入ください。 

 

要介護度 

合計人数 
要支援

1・2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

不明/未申請/

申請中 

介護療養病床 人 人 人 人 人 人 人 人

※「申請中」には、区分変更中の場合や、入院時点で区分未決定の場合を含みます。 

 

認知症高齢者の日常生活自立度  

合計

人数 
自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 

不明 

未実施 

医療療養病床 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

介護療養病床 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

※認知症高齢者の日常生活自立度については、別紙「認知症高齢者の日常生活自立度判定基

準」をご参照ください。 

 

 

問４ 平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日の１年

間に入院患者急変時における救急指定病院の転

院先についてご記入ください。 

救急指定種類 転院人数 

二次救急 人

三次救急 人
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追加調査票 

 

 医療療養病床 介護療養病床 

退院総数 人 人 

自宅等※ 

（居住系介護施設含

む） 

人 人 

老人保健施設 人 人 

特別養護老人ホーム 人 人 

死亡 人 人 

その他 人 人 

第 2 次救急医療機

関 
人 人 

 
第 3 次救急医療機

関 
人 人 

不明 人 人 

※居住系介護施設とは①有料老人ホーム②サ付高齢住③特定施設④グループホーム等を指

します 
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Ⅲ. 貴院の病床にて患者を看取られた数について 

平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日の 1 年間に亡くなられた方について、ご回答下さ

い。 

 

○医療療養病床 

問５ 医療療養病床において亡くなられた方の死亡原因をご記入ください。 

合計人数 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰 その他 

人 人 人 人 人 人 人

※自宅療養者及び施設からの看取りを受けた人数   人 

（注：施設とは、特養・老健・サ高住・特定施設・GH 等） 

 

 

○介護療養病床 

問６ 介護療養病床において亡くなられた方の死亡原因をご記入ください。 

合計人数 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰 その他 

人 人 人 人 人 人 人

※自宅療養者及び施設からの看取りを受けた人数   人 

（注：施設とは、特養・老健・サ高住・特定施設・GH 等） 

 

 
 

 

 

 

 


